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研究概要：通学路におけるこどもの道くさ調査、こどもと地域住人が接点を持つ事例調査、
　こどもが道くさを誘発するような空間モデルのスタディを元に、学校や住宅で
　はないこどもにとってのサードプレイスを計画する。

研究目的：計画地が、こどもだけで完結する場ではなく、まち全体がこどもの発達を支え
　る居住福祉環境になるようなプログラムの追求と、建築の在り方の追求を目的
　とする。

研究成果：

苦労した点や感想など：
実際に、まちに足を運び、こどもが道くさをする瞬間を捉えるのには苦労しました。
一方で、この計画は私の小さな好奇心から始まったもので、1年間自分の好奇心と向き合い
続け、調査や設計を行うことができたため、最後まで楽しむことができました。
ご指導いただきました先生方、ありがとうございました。

遊学路は道くさを促すような手法とリーダー制プログラムによって構成されている

遊学路内の風景 調査：道くさスケッチ

遊学スポットの提案


